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 本市では、高齢化率が 30％を超える中、高齢者を取り巻く課題が  

多様化しており、様々なサービスを切れ目なく提供する「地域包括ケア

システム」の構築に向けた取組を進めてきた。 

 この流れの中で、本市はＷＨＯ（世界保健機関）が提唱する「エイジ

フレンドリーシティ（＝高齢者にやさしいまち）」への参加が承認され、

前述の「地域包括ケアシステム」と相互に連携させるため、令和３年 

３月に「エイジフレンドリーシティ行動計画」をまとめており、高齢者 

のみならずあらゆる人が支えあい、共に生きる地域づくりが進められ

ている。 

 一方で、本市を取り巻く環境は、少子・超高齢社会や核家族化の進行

などにより、ライフスタイルや価値観の多様化、近隣とのつながりの 

希薄化をもたらしている。 

 第４期秦野市地域福祉計画においても、情報化の推進によりＳＮＳ

などによるコミュニケーションが容易になった一方で、日常生活の 

悩みなど、小さな変化に周囲が気づき支えるという人間関係を築く 

ことが難しい環境となっていることに加え、生活課題を抱える対象者

や分野ごとにサービスの充実を図ってきたこれまでの社会福祉制度で

は、対応が困難な事例が顕在化していることが指摘されている。 

 このような環境の変化に合わせ、高齢者を中心としたまちづくりで

ある「エイジフレンドリーシティ」を、当事者をケアする世代など、  

すべての世代が相互につながる「みんなにやさしいまち」に昇華すべく、

所管する文教福祉常任委員会において議論を始めた。 

 

  

１ はじめに 
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１ 経過 

日 程 協 議 事 項 

令
和
４
年 

１月 14 日 テーマの選定 

２月 16 日 テーマの決定 

４月 15 日 
テーマに関する調査研究（執行部からの 

ヒアリング） 

５月 16 日 テーマに関する調査研究（課題の抽出） 

７月 12 日 

～14 日 

所管事務調査（京都府京都市、兵庫県神戸

市、富山県中新川郡舟橋村） 

７月 15 日 
テーマに関する調査研究（所管事務調査 

振り返り・先進地書面調査確認） 

８月 17 日 

テーマに関する調査研究（先進地書面調査

結果報告・先進地行動計画との比較研究・

議会報告会意見交換先選定） 

９月 15 日 テーマに関する調査研究（意見交換・  

アンケート調査検討） ９月 21 日 

10 月７日 子育て世代へのアンケート調査開始 

10 月 17 日 テーマに関する調査研究（意見交換流れ） 

11 月７日 第９回議会報告会 

11 月 16 日 議会報告会及びアンケート結果の報告 

12 月２日 政策提言素案の提示 

５
年 

１月 16 日 政策提言案の決定 

２月 16 日 議会全員協議会（政策提言の決定） 

  

２ 提言に向けたこれまでの活動 
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２ 所管事務調査（実地） 
【日  程】令和４年７月１２日（火）～１４日（木） 

【視 察 先】 

 (1) 京都府京都市「不登校対策関連事業について」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (2) 兵庫県神戸市「こども・若者 

ケアラーへの支援の取組について」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (3) 富山県中新川郡舟橋村「子育て共助による地方創生について」 
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３ 所管事務調査（書面） 
【日  程】令和４年７月２０日（水） 

【視 察 先】秋田県秋田市 

「秋田市エイジフレンドリーシティ行動計画について」 

 (1) 特徴的な取り組み 

  ア 策定に当たっての意見聴取の積み上げ 

    行動計画の策定に当たり、市民や若手職員との意見交換会を

複数回実施し、多様な意見を反映することで、様々な分野との

連携の下地が作られたと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  イ エイジフレンドリーパートナー認定制度 

「エイジフレンドリーパートナー」 

を宣言し、高齢者や障がい者にやさし 

い取組を継続して行う企業・事業者等 

を募集 
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(2) 計画の概要と位置付け 
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４ 関連する過去の先進地調査 
【日  程】令和元年１１月１１日（月） 

【視 察 先】兵庫県宝塚市 

「エイジフレンドリーシティ推進事業について」 

 (1) 特徴的な取り組み「お互いさまのまちづくり縁
えん

卓
たく

会議」 

行動計画やものさしを踏まえ、具体的なエイジフレンドリー  

シティの活動を実施・支援していくため、「エイジフレンドリー  

シティ宝塚縁卓会議」が平成 30 年に設けられ、市民や市役所、  

社会福祉協議会など様々な人が参加している。 

市民から寄せられた活動提案に対し、どうすれば継続的な取り 

組みとして実施できるかを、縁卓会議の中で知恵を絞り、お互いに

手を動かしながらモデル事業として取り組んでいる。 
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５ 第９回議会報告会の開催 

【開催日時】令和４年１１月７日（月） 

      （第１部：午前１１時から、第２部：午後２時から） 

【会  場】子育て支援センター「ぽけっと２１すえひろ」 

【参 加 者】ぽけっと２１すえひろ利用者（子育て世代） 

      （第１部：４世帯、第２部：４世帯） 

 

【意見交換で出た主な意見】 

(1) 世代間で解決が可能な取組 

・近隣の高齢者が家庭菜園で子どもに収穫体験をさせてくれた 

ため、買い出し時に車を出すなどの支援をしている。 

・他市に住む両親が、子どもが集まる場でのイベントに参加し、昔

の遊びなどを通して関わりを持つことで、自身の認知機能維持に

もつながっていると考えられる。 

・コロナで自治会活動が停滞しており、接点が減っているのは残念。 

・高齢者世代と接する機会が無く、子どもなどを通じた体験活動が

充実してほしい。 

・自治会の高齢者による通学路の見守りは助かる。 
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(2) 行政によるサポートが必要な取組 

・ファミリーサポートについて、緊急時に使いたいというニーズに

対して、手続きが手間であり、使いづらい。また、コストも高い。

加えて、子どもに対する接し方に個人差があり、マッチングの面

での課題を感じる。 

・職が決まっていない状態では保育園への入所が難しく、就労が 

進まない。一方、祖父母の支援を受けるにしても、長時間の   

お願いは難しい。 

・幼稚園での３年保育があれば、短時間でのパート等、可能性が 

広がると感じる。また、送迎バスがあれば有料でも使いたい。 

・ぽけっと 21 の取り組みには感謝している。 

・病後児保育の事前手続きのハードルが高く、途中であきらめて 

しまう。 

・定年年齢が 65 歳に引き上げられることから、60 歳以上の世代が

孫の支援をしづらくなることが想定され、両親に代わって孫の 

養育を行う場合の休暇について、令和５年１月から宮城県で運用

が始まることから、導入を検討してはどうか。 
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５ 子育て世代へのアンケートの実施 
 

【対  象】ぽけっと２１利用者、幼稚園児、保育園児及び小学生を 

養育する世帯の保護者 

【実施期間】令和４年 10 月７日（金）から 11 月９日（水）まで 

【実施概要】e-kanagawa 電子申請（電子申請システム）を利用して  

アンケートを作成し、二次元コードやＵＲＬのリンクに

より、スマートフォン等から直接回答を可能とした。 

対  象 内  容 

ぽけっと２１利用者 

二次元コードを印刷した 

チラシを作成し、市内全 

てのぽけっと２１に掲出 

幼稚園児がいる世帯の

保護者 

二次元コードを印刷した 

チラシを作成し、市内全 

ての公立幼稚園に掲出 

保育園児がいる世帯の

保護者 

二次元コードを印刷した 

チラシを作成し、市内全 

ての公立保育園・こども 

園、並びに私立保育園に 

掲出 

小学生がいる世帯の 

保護者 

「マチコミ」アプリを使って保護者へ  

ＵＲＬのリンクを送付 

その他 市公式ＬＩＮＥ及びツイッターで発信 

【結  果】アンケート回答総数：１，２５５件（世帯） 
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【アンケート結果（グラフ集計）】 
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Ｑ７．あらゆる世代（子どもから大人まで）が暮らしやすい秦野市になるた

めには何が必要だと思いますか。（自由意見） 

 

自由意見欄記入件数：６９５件 

 

【エイジフレンドリーシティに資する主な意見】 

○世代間で交流できる場所や機会（お祭り等のイベント）の

創出 

○支援を必要としている人と支援できる人とのマッチングが

できる仕組みの構築（アプリ等） 

○定年までの職歴を活かした体験教室 

○ファミサポの高齢者版（高齢者がしてほしいことについて

対価を支払って他者が支援する） 

など 
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１ 高齢者を取り巻く状況 

  ※第８期高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画「第２章・高齢者を取り巻く現状と課題」から抜粋 

 

 

 

３ 本市における現状と課題 
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２ 地域を取り巻く状況 

※第４期秦野市地域福祉計画「第２章・地域を取り巻く状況」から抜粋 
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- 19 - 
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３ 秦野市エイジフレンドリーシティ行動計画（抜粋） 

 

 (1) 行動計画策定の趣旨 

 

   我が国では、世界に例を見ない超高齢社会を迎えており、本市に

おいてもそれは例外ではありません。高齢化率は３０％を超え（令

和２年４月１日時点）、高齢者を取り巻く課題が多様化し、地域に

おける課題も増大しています。その中で、「第７期秦野市高齢者保

健福祉計画・介護保険事業計画」を策定し、医療、介護、介護予防、

住まい、生活支援サービスを切れ目なく提供する「地域包括ケアシ

ステム」の構築に向けた取組を進めてきました。 

高齢者が住み慣れた地域で自立して生活し続けるためには、サー

ビスを一体的に提供する環境整備はもちろんのこと、高齢者自身が

いかに社会参加をしていくかが重要になります。今後は、元気な高

齢者が担い手の中心として活躍していく仕組みづくりが必要にな

ります。 

その中で 本市は、ＷＨＯ（世界保健機関）が提唱する「エイジ

フレンドリーシティ（＝高齢者にやさしいまち）」の趣旨に賛同し、

平成３０年９月にグローバルネットワークへ参加表明を行い、同年

１０月にＷＨＯに承認されました。 

この「エイジフレンドリーシティ」の構想を「地域包括ケアシス

テム」の仕組みに取り入れることで、高齢者がより暮らしやすいま

ちづくりを推進していきます。 

高齢者にやさしいまちづくりを通じて、高齢者のみならずあらゆ

る人が支えあい、共に生きる地域づくりを着実に進めるよう取り組

んでいきます。 
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 (2) 基本理念と基本方針 

 

本市では次に掲げる基本理念を、本市がエイジフレンドリーシ

ティとして目指す姿とします。 

また、この基本理念に対し、エイジフレンドリーシティとして

検証すべき８つの分野ごとに基本方針を定め、この方針に沿った

施策を進めます 。 

 

  ア 基本理念 

 

地域に暮らす全ての人がいつまでも健康で安心して暮らし続けられ

るよう、若い世代だけでなく、高齢者自らが社会の担い手として互い

に支えあって暮らしていくまちを目指します。 

 

  イ 基本方針 

分野 基本方針 

１ 屋外スペースと建物 高齢者が安心して過ごせる環境づくりを

推進します。 

２ 交通 高齢者が移動しやすい環境づくりを推進

します。 

３ 住居 高齢者が安心して住むことができる環境

の普及を推進します。 

４ 社会参加 高齢者の生きがいづくりを進め、孤立し

ない地域づくりを推進します。 

５ 尊厳と地域共生 高齢者の尊厳を守るとともに、地域共生

社会の実現を推進します。 

６ 市民参加と就労 高齢者の地域活動への参加を促進し、就

労の機会づくりを推進します。 

７ コミュニケーション

と情報 

高齢者に必要な情報がいきわたる環境づ

くりを推進します。 

８ 地域社会の支援と保

健サービス 

地域包括ケアシステムの確立を推進しま

す。 
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  ウ 施策の体系 
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(3) 行動計画の位置付け及び諸計画との関係性 

  ア 行動計画の位置付け 

 
※エイジフレンドリーシティ行動計画「第１章 計画策定の趣旨／３ 行動計画の位置付け」から抜粋 

  イ 行動計画と秦野市地域福祉計画との関係性 

 
※第４期秦野市地域福祉計画「第１章・計画の策定に当たって／３ 計画の位置付け」から抜粋 
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  ウ 行動計画と高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画との関係性 

 
※第８期高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画「第１章・計画策定趣旨／３ 計画の位置付け」から抜粋 
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４ 計画における課題について 

 (1) 多世代間で交流を深められる環境の整備 

   本市のエイジフレンドリーシティ行動計画では、エイジ   

フレンドリーシティの元来の考え方である「高齢者にやさしい 

まち」を実践することで、あらゆる人にその効果が及ぶように設計

されており、「高齢者にやさしいまちづくりを通じて、高齢者のみ

ならずあらゆる人が支えあい、共に生きる地域づくりを着実に 

進めるよう取り組んでいきます。」と記載されている。 

一方で、秦野市地域福祉計画において実施した「地域福祉に  

ついての意識調査」によると、「地域で優先的に解決しなければ 

ならない生活課題」として、単身高齢者の安否確認や働きながら 

子育てができる環境づくりなど、高齢者をケアする側の課題が 

大部分を占めており、エイジフレンドリーシティの実践には、  

高齢者だけでなくケアをする側、さらには将来ケアをする側と 

なる若年層を含めた、全ての世代にやさしいまちを目指す必要が

あると考えられる。 

また、当委員会が実施した子育て世代へのアンケート調査では、

あらゆる世代が暮らしやすいまちを目指すためには、子育て世代

と高齢者世代とが交流できる場所やイベント等の機会が少ない 

ことが課題であるとの意見が寄せられている。 

 (2) 執行部の組織間における連携体制の強化 

 エイジフレンドリーシティ行動計画は、総合計画２０２０  

プランのような市民とのワークショップといった直接の意見交換

を土台として組み立てるのではなく、既存の関連計画において 

設定された事業を８つの分野ごとに分類し、相互に連携する形を

とっている。 

 また、前述の関連計画の位置付けからもこの形は見て取れる 

ことから、エイジフレンドリーシティ行動計画の理念を念頭に 

置いた個別計画とされていないことが想定される。 

加えて、他計画で進行管理を行っている事業や指標などを計画

に組み込んだうえで、重複して進行管理を行っていることから、 

関係課の当事者意識が薄く、他課が所管する分野との連携に課題

があると思われ、高齢者福祉主管課の負担が大きい状態である 

ことが推測される。 
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 現在のエイジフレンドリーシティ行動計画では、様々な世代からの

意見を吸い上げる機能がなく、支援を受ける高齢者世代を中心とした

考え方となっている。 

 このため、世代ごと（若年層、子育て層、壮年層、高齢者層を想定）

の課題や意見を発する場を整備し、お互いの課題やニーズを認識し 

あい、ずれ
・ ・

の補正を行える場を整備すべきである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 様々な世代が相互に交流できる拠点や機会を創出することで、学校

や子育て支援施設における高齢者層の知識を生かした支援（子どもに

対する知識の教示など）や既存イベントにおけるそれぞれのニーズを

補完しあう仕掛け（子どもに向けた様々な体験活動を行う高齢者層に

対する子育て層の買物支援など）の充実など、それぞれが抱える課題や

ニーズをそれぞれの立場で解消できるきっかけとすべきである。 

  

４ 政策提言 

【提言①】 

様々な世代が公平な立場で参加でき、世代間の認識を 

共有できる場を設けること。 

【課題１：多世代間で 

交流を深められる環境 
の整備】への提言 

【提言②】 

世代ごとの課題や意見を踏まえ、相互に交流できる拠点

や機会を提供すること。 

【目指すＳＤＧｓ】 
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市内において、全ての人にやさしい（エイジフレンドリーな）取り 

組みを行う企業を指定・公表し、市民の利便性の充実とともに、企業 

ブランドの向上を図るべきである。 

また、高校生や大学生による他の世代への支援（若年層への学習支援

など）や、障がい者や高齢者との交流のほか、福祉体験活動を取り入れ

た学校教育の取り組みの充実を図るべきである。 

加えて、移動支援事業など、既に取り組んでいる事業についても、 

他の世代とのマッチングや秦野市独自の視点での潜在的なニーズの 

掘り下げを進めるとともに、新たな視点での事業も検討するなど、持続

可能な体制を整えるべきである。 

 

  

【提言③】 

企業や教育分野の力を借り、世代ごとの課題やニーズの

解消に資する体制を整えること。 
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 エイジフレンドリーシティ行動計画は、総合計画２０２０プランの

策定時において行われたワークショップなどの直接の意見交換を土台

として組み立てられたのではなく、既存の関連計画において設定され

た事業を８つの分野ごとに分類し、相互に連携する形をとっている。 

加えて、高齢者福祉担当課が主体となって策定された背景があり、 

他課が所管する分野との連携に課題があると分析した。 

これを踏まえ、既存の「秦野市エイジフレンドリーシティ行動計画 

庁内検討委員会」を進ちょく状況について定例的な調整ができる場と

して整備し、各部門の進行管理がしやすい体制を整えるとともに、計画

の在り方を整理すべきである。 

 

 

  

【課題２：執行部の組 

織間における連携体制 
の強化】への提言 

【提言①】 

執行部内の連携体制を強化するため、定期的に庁内の 

検討会議を開催することに加え、関連する個別計画との 

整合を図りエイジフレンドリーシティの要素を取り込んで

いくこと。 

【目指すＳＤＧｓ】 
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 価値観が多様化する近年では、子育てに関する課題やヤングケアラ

ーの課題など、市民からの相談が多様化しており、現在の縦割りを基本

とした執行体制では解決が難しい複合的な相談事例が増えてきている。 

 このため、複雑化した個々の課題を紐解き、ケアされる側とケアする

側双方への最適な支援をマッチングさせることが解決の近道であり、

福祉部門においてはその実務を担う地域共生支援センターが設置  

されたところであるが、既存の行政計画との連携を進めることに加え、

各担当課が所管する事務とのマッチング機能の充実についても、  

今まで以上に配慮すべきである。 

 

  

【提言②】 

多様化する市民からの相談を交通整理するための執行 

体制を充実させること。 
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 秦野市におけるエイジフレンドリーシティのより良い昇華を目指す

議論の中で、「多世代交流の強化」と「それを実現するための執行体制

の確保」を課題解消のためのテーマとして設定し、議論をしてきた  

ところである。 

一方で、実効性を踏まえると、提言にとどまらない取り組みも必要で

はないかとの意見や、法定計画ではないエイジフレンドリーシティ 

行動計画の捉え方に対する課題もあり、さらなる議論の積み重ねが 

必要であると認識している。 

組織を横断した対応が求められる様々な課題が顕在化している地域

社会を踏まえ、本常任委員会としてもアンテナを高くし、市民ニーズの

的確な把握と市政への伝達を続けたい。 

執行部においても、常に時代の動向を捉え、市民協働との最適な  

バランスを意識し、課題解消に邁進してほしいと考える。 

最後に、提言に当たり御協力いただいた関係各所の皆様に御礼  

申し上げるとともに、この提言がこれからの市政運営、事業展開の一助

になることを期待する。 

 

 

 

５ おわりに 
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